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4月6日の始業式に子どもたちに私から話をした内容について、ダイジェスト版として、以

下に掲載します。ご家庭でも歩調を合わせていただけると幸いです。 

 

 

これから授業が本格的に始まります。どの教員もさあ授業に力を入れていこうという時

期です。授業で悩むことの一つに、発言が特定の子に限られ、自由で活発な意見が出にくい

ということをあげる学級もあるでしょう。それには、いろいろな手立てがありますが、子ども

たちの発言に対するモチベーションを上げることも必要だと思います。 そこで、知る人ぞ知

る古典的な名詩「教室はまちがうところだ」という詩を、ご紹介します。 本当はもっと長い

詩なのですが、いくつかの連を省略して載せておきます。時々、この詩を時々音読するのも

よいかもしれませんね。作者は、蒔田晋時さん。元教員です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度は各教科や様々な活動の中で、「聴き合う」ことを大切にしていきたいと考えてい

ます。各学年の発達段階に応じて、「聴き合う」とはどういう状態なのかを、教員と子どもが

一緒になって相談し、共有していく予定ですが、その前に私から、以下の話をしました。 

 

 

 

学校教育目標：未来を切り拓く、たくましい子どもの育成 
～未（○み）来にむかって、○なかまとともに、○みんなで、○がんばり、○おもいやりをもち、○かしこく生きる子～ 

 



 

  

 

「聞く」は、「物音を聞く」「話し声が聞こえる」のように、音や声などが自然に耳に入ってく

ることを言います。 

「聴く」は、「耳」、「目」、「心」という漢字が使われています。つまり、「聴く」は、話している

人の方を見る、そして、うなずきながら耳を傾ける、さらに、どんなことを伝えようとしてい

るのかを、心の中で考えながら 聴くということです。 

こちらの聴き方で人の話を聴くと、自分の考えもまとまりやすくなり、誰かにお話するこ

とも得意になります。 

 

 

 

 ご承知のとおり、4 月からマスク着用についての考え方が変わったところです。あらため

て私から、以下のように話しました。 

 

この３年間、コロナ感染対策としてマスクをつけてきましたが、本年度からは基本的にし

なくてもよいことになりました。 

でも、みなさんの中には、感染が不安、感染すると心配な家族がいるなどという理由か

らマスクをつけたい人もいます。中には長い間マスクをつけてきたので、マスクを外すこと

が嫌だという人もいるかもしれません。 

どのような理由であれ、一人ひとりの気持ちを大切にしたいと考えていますし、みなさ

んも、周りの人の気持ちを大切にしてほしいです。 

このことはマスクのことだけでなく、いろいろな心配事、困ったことなどは、誰かに相談

できたり、みんなで解決する方法を考えたりできる関係をつくり、みんなが安心できる学

校にしたいと考えています。 

 

 

 6年生は、1年生の登校時の迎えや朝の準備のサポートなど、学校の顔として頑張ってく

れています。10日には歓迎のための対面式の準備や運営も頑張っていました。すばらしい

6年生です。ご家庭でも応援をお願いします。 

≪対面式≫ 

 

 

 

    


